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古代インド叙事詩『マハーバーラタ』は、吟遊詩人たちが口頭伝承で伝え

ていたものであったが、ある時点で写本に書き写され、それ以降南アジア

各地で写本の形で伝承されてきた。現在、南アジア各地の文書館には、幾

千・幾万もの『マハーバーラタ』写本が所蔵されているが、先行研究にお

いて用いられているのは膨大な写本資料のうちのほんの一部であり、その

伝承の多様性や全体像については明らかにされていないことが多い。

　本発表では、これまでの先行研究を概観した上で、発表者が行なってき

たインド北西部（カシミール系）系統写本およびインド北東部系統写本（ネ

パール・オリッサー系）の調査の成果ならびに今後の展望を報告する。
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